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「裁判員経験者の意見交換会」議事録 

 

日 時 平成２６年１月２７日午後１時３０分から午後３時３０分 

場 所 千葉地方裁判所大会議室（新館１０階） 

参加者等 

 司会者 後 藤 眞理子 （千葉地方裁判所刑事第１部判事） 

 裁判官 馬 渡 香津子 （千葉地方裁判所刑事第１部判事） 

 裁判官 瓜 生   容 （千葉地方裁判所刑事第１部判事補） 

 検察官 山 本   修 （千葉地方検察庁検事） 

 検察官 田 辺 昌 紀 （千葉地方検察庁検事） 

 弁護士 仲戸川 隆 人 （千葉県弁護士会所属） 

 弁護士 牧 野 宏 信 （千葉県弁護士会所属） 

 １番  裁判員経験者    男 

 ２番  裁判員経験者    女 

 ３番  裁判員経験者    女 

 ４番  裁判員経験者    男 

 ５番  裁判員経験者    男 

 ６番  補充裁判員経験者  男 

 ７番  補充裁判員経験者  女 

 ８番  補充裁判員経験者  男 

議事概要 

 別紙１のとおり 
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（別紙１） 

【司会者】  それでは，これから「裁判員経験者の意見交換会」を始めさせてい

ただきたいと思います。 

 本日は，経験者の方たち，本当にお忙しい中お集まりいただきまして，ありがと

うございます。 

 進行を刑事１部で裁判長を務めております後藤のほうで担当させていただきたい

と思いますので，よろしくお願いいたします。 

 今日の会の趣旨ですけれども，裁判員制度が平成２１年の５月からスタートして，

もうすぐ５年になろうとしているというところでございます。裁判員制度があると

いうこと自体，知名度はそれなりに高まってきているかなと思うのですが，実務を

担当する実務家の側では，これまで法律家でない裁判員の方を迎え入れて，どうや

って審理をするのかといったあたりでいろいろと試行錯誤をしてきた日々であった

のですけれども，まだまだ解決すべき課題というのが残されているのではないかと

思っております。 

 そんな意味で，皆様方の，御経験者の方の素直な御意見，率直な御意見を伺わせ

ていただいて，今後の進行に役に立てられればというふうに思って，こういう会を

開かせていただいております。 

 したがいまして，本日，できるだけ素直な，率直な御意見を伺わせていただいて，

私どもの参考とさせていただければと思っておりますので，活発な御議論のほど，

よろしくお願したいと思います。 

 前置きはその程度にさせていただきまして，今日の参加者の御紹介をさせていた

だきたいと思います。 

 最初に，実務家の側から自己紹介をしていただこうかと思っております。 

 それでは，検察官のほうからどうぞ。 

【山本検察官】  千葉地方検察庁の検事の山本と申します。よろしくお願いいた

します。 
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 簡単に自己紹介させていただきますと，私，現在，検察官になって１３年たちま

して，今１４年目というところになっております。 

 ただ，裁判員裁判の法律が施行されたときに他省庁に出向していたもので，裁判

員裁判の経験というのは少なくて，今年度，昨年の４月から千葉に来て裁判員裁判

をやるようになったということで，これまで十数件やっておりますけれども，千葉

でしか経験がないということで，若干事件の内容が偏っていまして，大体半分が薬

物の密輸事件，残りが一般的な殺人とかそういう普通の事件という形になっており

ます。 

 検察庁では，この裁判員裁判が始まりましてから，分かりやすい審理それから証

拠調べ，証人尋問，そして分かりやすい説明ということをいろいろと工夫してやっ

ております。本日は，裁判員を経験された皆様方からの意見交換会ということで，

いろいろな意見を聞けるというふうに楽しみにしております。このお伺いした話を

今後の立証に踏まえていきたいと思っておりますので，どうかよろしくお願いいた

します。 

【司会者】  では，田辺検察官お願いします。 

【田辺検察官】  千葉地方検察庁検事の田辺と申します。 

 私は，検事になりまして今ちょうど１０年目です。一昨年の４月に千葉に来まし

て，そこで主に裁判員裁判を担当させていただくことになりまして，それ以前にや

ったのも含めまして，およそ２０件弱ぐらいを経験しております。 

 これまでの経験の中で，もちろん分かりやすい立証ということはもちろんなので

すが，やはり証人尋問にせよ証拠調べにせよ，長い時間になるという中で，裁判員

の方々が興味を切らさずに最後まで聞いていただけるにはどういう形でやっていけ

ばいいのかということを自分なりに試行錯誤しながらやってきました。 

 そういったところについても，皆様の御意見をいただければなと思っております。

今日は，よろしくお願いいたします。 

【司会者】  では，仲戸川弁護士どうぞ。 



��

�

【仲戸川弁護士】  弁護士の仲戸川と申します。 

 年の割にバッジがぴかぴかだと思うのですけれども，弁護士まだ２年目でござい

まして，実はその前は，平成２４年まで裁判所で裁判官をしていたのですが，裁判

員制度が施行されたときは民事の裁判官をしておりましたので，実は裁判員裁判は

裁判官としては全く経験しておりません。 

 弁護士になっても，まだ始めて間もないものですから，今，公判前整理手続を 1

件担当しているだけでございまして，まだ実は裁判員裁判の公判は全くやったこと

がございませんので，本日はいろいろ教えていただければと思っています。 

 私たち二人は，弁護士会の裁判員プロジェクトチームという委員会に入っており

まして，裁判員裁判をより良いものにするために，あるいは弁護人の活動をより分

かりやすく活発にするために毎月のように研究会，その他の行事などをやっており

ます。 

 そして，裁判員の皆様のアンケートなども従前集計させていただきましたりして，

また，この意見交換会に出席させていただきまして，いろいろな御意見をお伺いし

て，今後それをまたほかの会員の方にもお知らせして，全体の弁護士が裁判員裁判

について活発に立証ができるように，また，特に弁護人のほうにいろいろ裁判員の

ほうから苦情とか御注文が多いようですので，その点は是非生かしていきたいと思

いますので，よろしくお願いいたします。 

【司会者】  では，お願いします。 

【牧野弁護士】  弁護士の牧野と申します。本日はよろしくお願いいたします。 

 まずは，裁判員の皆様，本日はお忙しい中集まっていただきまして，ありがとう

ございます。 

 弁護士会としても，様々な裁判員を，先ほど仲戸川先生もおっしゃっていました

けれども，裁判員裁判を良くしようということでいろいろな検証をやっているので

すが，なかなか裁判員の方から直接お話を伺う機会がないものですから，これを良

い機会としまして，より裁判員裁判を良くしようというつもりでやってまいりまし
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たので，どうぞよろしくお願いいたします。 

 私のほうは，実は，今回議題に上がっております事件の中の８番の弁護人を実際

にやっておったのですけれども，事件自体はもう終わっておりますので，本日は裁

判員の皆様から忌憚のない御意見をいただければと思います。本日は，どうぞよろ

しくお願いいたします。 

【司会者】  よろしくお願いいたします。 

 それでは，裁判官。馬渡さんからお願いいたします。 

【馬渡裁判官】  裁判官をしております馬渡と申します。よろしくお願いします。 

 余談なのですけれども，先日ちょっと美容室で髪の毛を切っていましたら，隣の

男性客が裁判員に選ばれたんだよねというような雑談をしているのをちょっと耳に

聞こえてきまして，全く違う町の街中だったのですけれども，そういう街中で裁判

員ということが語られるようになったんだなと，ちょっと感慨深いものがありまし

た。 

 そういう形で，大分裁判員というものが長年，もう５年ですか，着実に進んでき

てはいるのですけれども，まだまだ我々としての努力が足りない部分もあるのでは

ないかと思い，充実した議論をして，そして，それに必要な証拠であるとか主張が

きちんと素材として提供されているのかどうか，そういうところについていろいろ

忌憚のない御意見をいただければと思っております。よろしくお願いします。 

【瓜生裁判官】  刑事１部の裁判官をしております瓜生といいます。よろしくお

願いします。 

 裁判官になって丸２年たったという，まだ駆け出しという感じでございます。２

年間裁判員裁判を中心に何件かやらせていただいています。いろいろな裁判員の方

と一緒に裁判を見て評議をして，判決を書くという作業を繰り返してきました。 

 その中で，事件を通していろいろな感想を聞くことはあるのですけれども，また

少し時間がたってからの皆様方の意見というのはすごく貴重だと思っていますので，

今日は，いろいろな御意見をお伺いして，より分かりやすくてより良い裁判を目指
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せるように頑張っていきたいと思っております。本日はよろしくお願いします。 

【司会者】  私も自己紹介を余りしていなかったのでさせていただきますが，裁

判官になって３０年たっております。 

 裁判員制度は，スタート時点から携わっておりましたので，前任庁，そして千葉

で恐らく５０回以上やっているのではないかなと思っております。今回，６番の方

が私のときに御参加いただいたようで，とても楽しみにしております。 

 そして，いつも思うのですけれども，裁判員の方たちが，とても熱心に誠実に取

り組んでくださっているということにとても深く感銘を受けております。どうか，

今日はよろしくお願いいたします。 

 それでは，裁判員の経験者の方々からも自己紹介をお願いしたいと思うのですが，

皆様方が担当された事件は，私のほうから簡単に御紹介させていただきたいと思い

ます。裁判員経験者の方には，お務めをいただいた感想などに簡単に触れながらそ

れぞれの自己紹介をお願いしたいと思いますが，よろしいですか。 

 まず，１番の方でございますけれども，事件としては，被告人が夜間，好みの女

性を襲って強姦したりわいせつな行為に及んだという三つの事件で起訴された事案

です。 

 そのうちの一つの事件で，被告人が無理やり女性を連行したのか，殴ってけがを

負わせたのかというようなところが争われて，女性の方の証言が信用できるかとい

うようなところが問題になった事件だと聞いております。最終的には，被告人は全

ての事件で有罪という判決になったと聞いております。 

 １番の方，お願いいたします。 

【１番】  私が担当した裁判なのですけれども，まず，この裁判所ですか，法廷

ですか，今までテレビとかドラマだけでしか見ていなかったので実際経験しまして，

ああこういうものだなと，やはり実際に見るとこうなんだなと思いました。 

 裁判の内容についてなのですけれども，やはり被害者の方が別室で映っていまし

て，泣きながら話していまして，大変だなと，できれば声だけでも良かったのでは
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ないかなと思いました。 

 あと，裁判の流れなのですけれども，法廷と控室の間が，行き来がちょっと多す

ぎたので，もう少し少なくできないのかなという思いがしました。 

 以上です。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 それでは，２番の方の事案の御紹介をさせていただきます。放火などの３件の事

件です。民家２軒を放火して，そのうちの１軒ではその家にいた１名の方が焼死さ

れたというような事案と，あとは森林に火をつけたというような放火の事件でござ

います。被告人は事実を認めていたということのようですけれども，動機について

余り明確に語っていないような状況で，被告に対する量刑をどうするかというあた

りを考えられたというような事件と伺っております。 

 では，２番の方どうぞ。 

【２番】   裁判員と聞くと，まだ周りにやった方が一人しか私の場合はいなく

て，選ばれるかもというお手紙が来たということを言ったら，かなりみんなに敬遠

された感じだったのですね。裁判の内容とかを全く周りには話をしてはいけないと

いうのが結構皆さんの思っていることみたいで，話をしてもいいこととか，相談し

てもいいことがあるということなんかを御存じの方が少ないなというのをとても感

じました。 

 裁判官の方々とお話しした感じは，とても中立なのだなというのをすごく強く感

じて，やはりいろいろな意見が出ると，どうしても，私とかの意見でも偏った意見

になってしまったりした場合，それをきちっと戻していただくような，とても穏や

かな進行の仕方で分かりやすかったと思います。 

 自分がこういう経験をさせていただいたので，なるべく今までの皆さんの認識が

違うところを，お話が出たときにはなるべく話をしていかなくてはいけないなと思

って，最近はお友達とかにも話せる範囲で伝えていっている状況です。 

【司会者】  ありがとうございました。 
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 それでは，３番の方の事件の概要を私のほうから説明させていただきます。 

 ３番の方も放火ということで，現に人が住んでいる家への放火ということで，お

隣のお家を放火して全焼させたというものです。 

 被告人は犯行を認めておりまして，量刑が争点となったようですけれども，量刑

上の主張として，被告人の知的レベルに若干の問題があることが犯行に影響を与え

ているという主張を弁護人のほうでされていて，お医者さんの証人尋問などが行わ

れたということです。 

 それでは，感想をお願いいたします。 

【３番】  まず，裁判員をやらせていただいて，やはり今まで関心がほとんどな

かった裁判のこととかそういう事柄をやった後では，新聞やテレビなど，どうして

もとても強く関心を持つようになりまして，いろいろな事柄をチェックしたりとか

見たりするようになりました。そこが自分の中の一番大きな変化でして，絶対にや

らなければこういう気持ちにはならなかっただろうなと思われることです。 

 ただ，２番の方がおっしゃったのと同じで，裁判員になったということを話さな

ければならない場面，仕事上のお休みをもらうとか，そういう場面で周りの方に言

ったところ，やはり反応が，本当に当たるんだとか，なった人初めて見たとかそう

いう反応で，みんなできれば避けたいというような言われ方をしたというのが，自

分も最初になったときに，ちょっと引いていたのですけれども，当たってしまった

ということに対して。でも，そうではなくて，皆さんがもっと関心を持って，自分

に近いものというふうに思ってくれるといいなと，時間がたつとともに思いまして，

今日も参加させていただくことが自分の中で良いのかなと思って来ました。 

 事件については今，御説明あったとおりなので，私は素人なので一番やはり関心

が行ってしまったのが，その被告の方が知的レベルに若干の問題があるという点に

ついて，必要以上にそこにどうしても気持ちが行ってしまったことが，考える上で

は意見を言ったときにこんなこと言っていいのかな，やはりこれは素人考えだから

いけないのかなとか，そういうところを自分の中で揺れながら意見を言わせていた
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だいたのですけれども，裁判長の方とかもとても分かりやすく意見を引き出してく

ださるような感じで，とても周りもみんなの意見が言いやすいような雰囲気を作っ

てくださったのが一番感謝している面です。 

【司会者】  ありがとうございました。 

 それでは，４番の方の事案を御説明させていただきます。 

 ４番の方は，いわゆる覚せい剤の密輸ということで，日本人である被告人が，カ

ナダから覚せい剤約６，４００グラム，これをスーツケースに隠して持ち込んだと

いうことで起訴された事案です。 

 被告人は，中身が覚せい剤だと知らなかったという主張をしていて，無罪を主張

しておりました。けれども，税関職員とか共犯者とされる者などの証人尋問が行わ

れて，結局判決では被告人は分かっていたということで有罪となったというふうに

聞いております。 

 では，感想をお願いいたします。 

【４番】  私は，こういう制度ができて，半分冗談で家族に参加することになっ

たら積極的に行ってみたいなというような話をしていたのですが，それが現実にな

って，国民としては税金を使うわけですから，行って勉強してこようと思って来ま

した。 

 今日のことについては，ちゃんとここにレジュメを起こしてくるようにというレ

ター（話題事項（別紙２ ）） が来まして，一応自分でレジュメを作ってきたので，

これを一番上の感想というところだと思うのですけれども，皆さん先ほどから聞い

ているとそれぞれ２番目のレジュメに対するようなところのお話もありましたが，

それはそれでまた意見をしたいと思います。 

 ということで，私としては貴重な体験をさせていただいて，ありがとうございま

したということで，私は年齢的にもうリタイアの年齢ですけれども，こういう年齢

でこういう経験をさせていただいたとしても，この先の人生，生かせるチャンスが，

生かせることがたくさんあったと思います。 
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 トータルで１週間ぐらいでしたけれども，裁判というものを理解する上で非常に

一庶民としては有益な勉強ができたと。勉強したというのはちょっと失礼かもしれ

ませんが，こういうことは，私は国民が一人ずつ公平にみんなが積極的にやってい

くべきだと思います。いずれは日本全体のレベルが上がっていくのではないかと思

うので，これからも積極的に改善とか改良をしていただいて，良いものにして，み

んなが法曹界と，それから国民が一緒になって育てていっていただきたいと思いま

す。 

 それから，裁判の話になると，非常に巧妙にプロが仕組んだ犯罪で，捕まったと

しても多分今回の被告がトカゲの尻尾切りになるような形で，一人だけが罪をかぶ

せられるような，手が込んだ犯罪だったと思います。 

 証拠ということで，証拠も我々は何が証拠なのか，その証拠のどこが争点になる

のかというのがやはり６人プラス３人の方，毎回審理とか評議というのですか，そ

の部分で毎回ディスカッションがかなり難しかったと思います。しゃべってはいけ

ないかもしれないけれども，その中で自分の答えが出せない部分がみんなたくさん

ありました。要するに，非常に私たちにとっては難解な，まず裁判というのは証拠

によって認定するということが世の中では余り，私たちの社会常識からすると証拠

ではなくてフィーリングでいくわけですね，あの人は悪いことをしたと。だろう，

というので世の中は通っているものですから，ここに来たらはっきりしたものがな

いとだめだよというところが一番びっくりしましたが。 

 ということで，そのはっきりしたものが見えないものですから，見えたとしても

それがどういう争点なのということで，非常に評議，審理というのが大変だったよ

うに思います。そこをうまく裁判長，裁判官の方がリードしていただいて，我々以

上に大変だったのではないかなと思います。 

 一般的に，裁判官の方も検察官の方も，平易な言葉でパワーポイントとかビジュ

アルに訴えていただいたり，レジュメをちゃんと作っていただいて，皆様の努力で

非常に我々はとっつきやすかったように思います。 
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 だけど，ちょっと残念なのは，担当の弁護士さんの方が，何の弁護をしているの

かなと，失礼ですけれども，そういうふうに６人とも感じていましたね。電車で一

緒に帰りましたが，みんなで。内容は話してないけれども，もうちょっと何かして

ほしいなという，それがありました。 

 ちょっと長くなりましたけれども，以上です。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 フィーリングではなく証拠で認定していくことの難しさあたりのところは，また

後ほどそのタイミングでお聞きできればと思いますので，ありがとうございます。 

 それでは，５番の方の事案のほうを御説明させていただきます。５番の方も覚せ

い剤の密輸入ということですが，外国人の被告人だったと聞いております。 

 イギリスから覚せい剤約１，９００グラムをスーツケースに隠して持ち込んだと

いうことで起訴されました。この方の場合は，税関検査の際の検査でいろいろとあ

ったということで，違法な証拠に基づく起訴だというような法律的な主張がされ，

営利性があったかどうかという点も争いになったというふうにお聞きしております。 

 やはり，税関職員の方の証人尋問などを経て判決は有罪という形で結論が出たと

いうことのようでございますので，裁判員をお務めいただいた全体的な感想をまず

５番の方からお願いできますでしょうか。 

【５番】  自分も裁判員に選ばれたいと思っていたので，是非やってみたいなと

思っていたので，本当に貴重な経験をさせてもらってありがとうございましたとい

うのが感想ですね。 

 あと，外国人の犯罪だったので，正直長いなと。裁判をやっている時間が。通訳

が入るので，最初のうちは集中して聞けていたのですけれども，長くなるとどうし

てもなかなか集中できなかったなというのもあります。 

 あと，裁判員のことで最初に手紙が来るじゃないですか。周りの人間でやはり手

紙が来たよという人間がいたのですけれども，どうしていいか分からないと言って

いて，返送をしなかったと。何か結構戸惑いが多いのかなということもありますね。
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そんな感じです。済みません。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 結構，皆さんやってみたいという御意見，そういうふうに思われていた方が多い

ので心強く思います。 

 それでは，６番の方の事案を御紹介させていただきますが，強盗致傷ということ

で，被害者の人が銀行から大量のお金を引き出したところを知人なんかと一緒にな

って奪おうとしてけがを負わせたという事案です。 

 この被告人は犯行を認めておりまして，量刑が争点になった事案です。被害者の

方とか，被告人のお母さんの証人尋問などが行われたと思います。 

 では，６番の方お願いします。 

【６番】   何人か続きましたけれども，私もやってみたい，一回は経験してみ

たいなと思っていた一人です。ですから，裁判所から連絡をいただいたときは，お

っ，嬉しいという感じでしたが，その割には役に立たなくて申し訳なかったかとい

う反省もあります。 

 それは前置きですけれども，評議について，家事の調停委員をやったことはあり

ますので評議という言葉は知っていましたが，刑事事件では初めての経験で，極め

て慎重だということを，慎重に進められているということを実際に目の当たりにし

て，変な言い方ですけれども，裁判所に対する信頼度が高まったという感じが。裁

判官の方は慣れてらっしゃるので，もっと簡単にいってしまうのかなという感じが

しました。見えない部分ですね。 

 私の場合は，先ほど司会者，後藤裁判長からちょっと紹介していただきましたけ

れども，後藤裁判長のもとで馬渡さんと瓜生さんと，御指導いただきながら評議に

参加した。実際に参加するまでは，あんなに自由に勝手なことを，勝手なと言うと

乱暴ですけれども，発言できるというふうには思っていませんでしたが，かなり自

由な，もちろん節度はあるわけですけれども，許される範囲内で自由に発言させて

いただいたなというふうに思っています。ですから，裁判所の方々がまとめるのは
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大変だったかもしれませんが，そこらの老人はそんなふうに考えているのかと思っ

てくれたかなと思います。 

 それから，やはり量刑について，５年の罪になったのですけれども，一番軽い基

準からさらに少し軽くしたというあたりがあったと思うのですが，そこら辺につい

ても過去の事例を引いて，こんな場合はこんなふうに，この場合はこのぐらいにと

いう説明を丁寧にしてくれましたので，その説明を聞くまでは量刑というのはどう

やって決めるのかなというふうに漠として思っていましたが，納得できました。 

 それから，余分な話のようですが，法廷の，例えば検察官と弁護士の配置という

のは知っているようで知っていないみたいで，どっちがどっちかなと時々入れかえ

るのかなというような，テレビで見たりしていましたけれども，いつもきちんと決

まっているということで，ニュースを見ても，裁判所のニュースと，こちらの弁護

士さんが話しているのだということとか，そういう理解ができるようになったなと

いうふうにも思います。 

 それから，控訴期限がある，ちょっと済みません，これ全部ここにメモしてある

もので。私の場合は８月の初めに裁判所に来たわけで，８月２０日が控訴期限だっ

たのですよね。それで，どうなったかは質問を受けつけるというお話をいただいた

ような気がして，裁判所に電話しましてあの事件どうなりましたかと，そうしたら，

控訴しなかったということで確定したと。それで，何か一部ほっとした感じがしま

した。彼も結局は納得したのだなというふうな気持ちになりました。断片的ですが，

そんなところです。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 では，７番の方の事件の説明をさせていただきます。 

 これは殺人事件ということで，事案は息子が同居の母親に対してネクタイで首を

絞めて窒息死させたものです。 

 やったことに争いはなかったのですけれども，精神的な病気が息子の被告人のほ

うにはあるということで，責任能力に問題があるという主張がされて，その点が争
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いになりました。精神科のお医者さんや被告人の家族などの証人尋問も行われた。

結局は，判決では責任能力には問題がないという判断をされたというふうに聞いて

おります。では，全体的な感想をお願いします。 

【７番】  全体的な感想ということで，私としては，とても良い経験ができたと

思っております。 

 法律のこととか法廷のこととか，全く本当に知りませんでしたけれども，裁判官

の人たちが親切丁寧に説明していただき，また，どういった経緯で刑とかが決めら

れるというのが素人の私たちにも分かることができて，鮮明に分かって良かったと

思っています。 

 殺人ということで，ちょっと証拠の写真とか見たくないなと正直思ったのですけ

れども，絵だったので何とか見れたのですが，証拠品のネクタイとかがビニールに

入って回ってきたときは，ちょっと触りたくないなと，見たくないなと思ってしま

いました。とりあえず，全体的な感想ということです。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 そのあたりのところは，また時間があればお話聞かせていただきたいと思います。 

 では，８番の方の事案は強盗致傷と傷害などということで，強盗致傷の件は，６

番の事件の共犯者の事件なのですね。大金を狙って強盗致傷をしたというものです。

そのほかに傷害とか無免許かつ速度超過で運転したというようなものがついていた

事案です。 

 若干の争いがあって，被告人が現場で暴行を加えたかどうかというような点と，

ほかの共犯者からおどされて関与するようになったのかというところが争いになっ

たというふうに聞いております。被害者とか共犯者などの証人尋問それから両親の

証人尋問なんかが行われたということでございます。 

 では，全体的な感想をお願いします。 

【８番】  今ちょっと話を聞いていて，多分６番さんのというのは，と気付くぐ

らいの話だったのですけれども，あと，今日牧野先生，あのときは弁護側で弁護人
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ということで。 

 全体としては，皆さんおっしゃられているとおり裁判長，裁判官の方が非常によ

く説明をしていただきましたので，何かこちらに通っているときに困ったりとかそ

ういったことはありませんでした。 

 それから，２番さんとか３番さんがおっしゃったように，職場でやはり選ばれた

選ばれないということはあったのですが，私はどちらかというと職場をまとめる立

場にありますので，今日もそうですけれども，やはりある程度全部経験しておくと

いうことで，職場では二人目だったのですが，経験して逆に今度若手が続いてきた

ときに，会社としてきちんと対応できるという意味を含めて，今日は参加させてい

ただこうと思いました。 

 実際の裁判なのですが，従属であるか否かとかですね，それは細かいことがあっ

たのですけれども，最終的には皆，本当に真摯に評議をされていたと思いますし，

きちんと判決にも反映させたのではないかなと思います。 

 １点残念だったのは，検察側それから弁護側の証人がお一方ずつ来れなかったと

いうようなことがありまして，それもかなりキーマンとなる人が証人として急遽来

れなくなったというのが審理のときにありまして，これはある程度仕方ないかなと

いうふうに思いますけれども，やはり直前である程度，裁判所と討議をされて決め

られたことだと思いますので，来て証言をしていただきたかったなというふうに思

います。 

 以上です。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 今お話をお伺いしますと，従前は裁判員に選ばれたのは職場で一人目だというお

話が多かったのですけれども，二人目にどんどん広がっているなというのが感想で

ございます。また，そのあたりのところをどうしたらいいか，何か提案があれば最

後にお話いただければと思います。 

 今日，中心になって話をしていただきたいのは話題事項の２のところで，審理，
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評議についてというふうに書かせていただいた点です。有罪か無罪かを考えたり量

刑を考える際に，検察官，弁護人の活動の中のどこが参考になって分かりやすかっ

たのか，分かりにくかったのかというような点，そのあたりのところを是非お話を

聞かせていただければと思っております。 

 例えばということで，最初の項目でアからオまで書かせていただいているのです

が，これに特にこだわらなくても結構ですので，ここが，この活動がすごく印象に

残っていて役に立って結論が出せたとか，そんな感想でも結構です。どなたからで

もよろしいので，いかがでしょうか。御発言ございませんでしょうか。 

【４番】  先ほど，弁護士さんが少しプアだったみたいな話をして失礼だったの

ですけれども，それはどうしてそういうことが言葉になったかというと，検察官の

冒頭陳述にしろ，最後，論告ですか，にしろ，レジュメと，それは同じようにあっ

たのですけれども，パワーポイントにうまくまとまっていて，視覚に，ビジュアル

に訴えて我々にアピール，アピールじゃなくて事実かもしれませんが，そういうふ

うにされたという。片っぽがないと，やはり文章だけだとかなり我々は，もともと

素人ですから訴えるものがちょっとウイークに感じると思いますけれどもね。そう

いう意味です。両方とも同じようにビジュアルにパワーポイントをフルに，はやり

ですから使っていただけたら素人にとって非常に理解もしやすいしありがたいと思

います。 

【司会者】  ４番の方は争いがある事件だったわけですけれども，最初の冒頭陳

述とか論告というような書面などで配られているものが，検察官のは分かりやすか

ったけれども，弁護人のほうのは配られたけれども分かりにくかったと，こういう

ことなのですか。 

【４番】  内容が最初から終わりまで同じような内容が書いてあったと思うので

すよ。文章だけで。検察官のほうはちゃんとまとまりが，強弱がついていたのです。

文章に。色も。例えば四角に囲んであって矢印でこっちに行くとか，それとパワー

ポイントというか証拠を，我々の手元にモニターがあるのですが，そこに出てくる
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のですけれども，弁護士さんのは最初から最後まで何かＡ３の紙１枚にだーと書き

込んだ紙だけで，もともとそういうものを読みたくもないですから，かえってこう

やって見ていてビジュアルに訴えているようなアピールをされたほうが我々にとっ

ては理解しやすいと思います。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 そういった渡された紙とかが文章だけで非常に分かりにくかったというような同

じような経験の方はいらっしゃいますか。でも，自分のところは違ったというよう

な感想もあるかと思いますけれども。 

 ２番の方，どうぞ。 

【２番】  私のときは，どちらかと言うと検察官の方のほうが色，カラフルな感

じだった気がするのですね。検察官の方は，すごくゆっくり説明してくださったの

が私は印象的で，素人なのでついていくのが，目で字を追っていても内容を把握し

ながら説明してもらっているのと，ただ文章をさーっと読まれるのとだと入ってく

るのが，多分裁判官さんとか弁護士さんとかだときっと早く入るのでしょうが，私

なんかはなかなか頭に入ってこないので，ゆっくり説明していただいて，４番さん

が言うように，やはり色とか図とかでやっていただくと入ってきやすいなというの

は感じました。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 ほかにも同じような御経験とかございますか。どなたでも結構なのですが。 

【４番】  今ゆっくりというのがありましたけれども，私のところも皆さん検察

官のお話をゆっくりやったというのが評議の場で出ていました。 

【司会者】  ゆっくりというのは，それは肯定的な印象ということでよろしいの

ですね。 

【４番】  そうです。ゆっくりで良かったと。よく理解できる。内容を分かるよ

うにゆっくり話していただいたというお話がありました。 

【司会者】  今回の参加された方たちは，８人とも別々の裁判官のチームのとこ
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ろの担当でらっしゃるのですね。今，千葉には１０個ほどチームがあるのですけれ

ども，そのうち八つのチームの方たちのところで，検察官も恐らくばらばらの方が

立ち会っているのではないかなと思います。今回，裁判が終わった後にお書きいた

だいたアンケートを事前に，私のほう拝見させていただいております。匿名なので

皆様方のがどのアンケートかは分からないのですけれども，その中で，裁判員の方

から早いとか聞こえないとか，そういうような感想があったのがすごく印象的です。

それが分かりづらいというのにつながっているのかなと思うとともに，逆に，多分

４番さんの事件だと思うのですけれども，平易な言葉や表現ですごく良かったとい

うような感想も書かれていたりしていて，そういうようなところを今２番さんや４

番さんがお話しくださったと思うのです。ほかの方も感じられたりしているのでし

ょうか。 

 恐らく，同じことをしゃべっても早くしゃべるかゆっくりなのかで全然皆様のと

ころに届く量が違うのではないかというふうに思うのですが，例えば５番さんなど

は，検察官や弁護人の話ぶりというのは，早いとか遅いとか感想ございましたか。 

【５番】  そうですね。どちらかというとゆっくりだったと思うのですが，検察

官の方は気を使ってくださって分かりやすく言ってくれたのですけれども，弁護士

さんのほうは，どちらかというと，こちらに分かりやすくというか，ただ，読んで

いるみたいな，弁護しているみたいな，そんな感じで捉えたのです。裁判官も分か

りやすく言ってくださったので，その点は良かったです。本当に弁護士さんのほう

が，難しいというかなかなか聞き入れられなかったのですね。 

【司会者】  棒読みみたいな形で言われていたのですか。 

【５番】  棒読みではないのですけれども，難しい言葉をやはり使うじゃないで

すか。検察官の方のほうが分かりやすく崩して言ってくれていたなと思って。 

【司会者】  その辺でやはり理解の程度に差が生じてしまいかねないということ

なのですか。 

【５番】  かもしれないですよね。 
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【６番】  ちょっといいですか。 

 今５番の，お隣さんと同じように感じたのですね。お話を伺いながら，ああ，そ

うだなという感じでした。 

 それと，一部逆になるかもしれませんが，裁判員を入れたがために裁判所の方々

も弁護士さんも平易な言葉を使おうというふうに努めてらっしゃるところがないか

と。それによって，乱暴な言い方だけれども不正確にならないかという心配がある

のですけれども。具体的に言えと言われると困りますが，漠然とそんな感じがしま

す。 

【司会者】  なるほど。易しい言葉に置きかえすぎて不正確になっているのでは

ないかということまで心配。 

【６番】  なるといけないなというふうに思いますけれどもね。 

【司会者】  実際の事件の中で，そういう御心配みたいなのはありましたか。 

【６番】  それは漠としていますけれども，具体的に関係した事件での話ではな

くて。 

【司会者】  抽象的にそんなことが御心配になるということですね。 

【６番】  大丈夫かなって。 

【司会者】  分かりました。 

 判断をいただく前提として，きちんと検察官の言いたいこと，弁護人の言いたい

ことが裁判員の方たちに届いているというのが前提になる話です。そのあたりはま

だまだ，特に弁護人側かもしれませんが，改善の余地があるかなというふうには皆

さん感じてらっしゃるところなのかもしれませんね。 

 今，届いているかどうか，話しぶりがどうかというようなことになっていました

が，さらに，被告人質問とか証人に対する質問などで感想とかはございませんか。 

【４番】  我々は，犯罪の舞台が覚せい剤の輸入ですから，成田空港から東京ま

でが舞台で，千葉のこの辺が出てくるわけですね。駅前の店でどうこうしたとかと。

それで，証人尋問でしたっけ，それなりの人が出てきて，みんなで質問なんかする
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の嫌だよねと言って。あの人，結局私もそうですけれども，裁判官に頼みましたけ

れども。それなりの人が。そういうことも何か配慮していただきたいなと思いまし

たね。 

 でも，それではいけないのかもしれないけれども，はっきり言って私も千葉駅に

よくしょっちゅう来ますし，ああいう人とかかわりたくないと思いました。私だけ

ではなくて，みんな同じことを言っていましたけれども。 

誰も多分そのときは質問しなかったと思いますけれども。証人尋問。 

【司会者】  今の，もう少し説明させていただくと，証人としておいでになった

方が千葉の付近によく出没される，それなりに犯罪組織とか力関係のあるような方

だったので，そういう方たちとのかかわり合いを持ちたくないから，裁判員からの

補充質問はせずに聞きたいことは裁判官から聞いてもらったと，こんなことでござ

いますか。 

【４番】  はい。その間の審理だか評議のときにみんな黙っちゃって，一見して

出てきた瞬間に，みんなうっと構えてしまいましたからね，その人が出てきたとき

に。それなりの人だったでしたから。その発言に千葉駅前の店でどうのこうのとい

ろいろ出てきたものですから私もそう思ったし，聞きたいことがあっても評議の場

で裁判長にお願いしますと，私たちはやりましたけれどもね。 

 それは，率直な我々の感想ですね。そこで勇気を出してばんばんやれとはなかな

かできないですね。 

【司会者】  裁判官を通して聞いてもらって，聞きたいことは結局聞けたのです

か，それは。 

【４番】  聞いていただきました。聞けましたけれども。 

【司会者】  そうしますと，直接聞けなかったから心証がとれなかったとか，そ

んなことにはならないですね。 

【４番】  ならないですね。でも，びっくりしました。 

【司会者】  それなりの人らしいということは，予告か何かがあったのですか。 
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【４番】  いや，そういうニュアンスはありましたね。裁判長から。 

【司会者】  でも，登場してちょっと怖いような感じだったのですか。 

【４番】  見るからに。怖いというよりも，くせ者という感じだったです。 

【司会者】  それはあれですか，裁判員裁判が終わられた後，そんな怖さみたい

なのは残ったりはされているのですか。 

【４番】  いや，残ってはいないですよ。みんなかかわりたくないから，誰も多

分そのときは質問しなかったと思いますから，ただ聞いているだけで。 

【司会者】  そうすると，終わった後でそれを引きずったりはされていないとい

うふうにお伺いしてよろしいですか。 

【４番】  もう全然。それは笑い話で。先ほどそういうのが出てきたのでという

話でその日は済んだのですけれども。 

【司会者】  証人として，いろいろな立場の方をお聞きしなければいけないこと

があるので，そういう意味で一つのパターンかもしれませんね。それは大変だった

かもしれませんが。 

【４番】  それも本当は乗り越えなければいけないのかなというふうに思いまし

たね。ただ，裁判官の方々はそういうことも含めて転勤があるのでしょうけれども，

我々転勤ないものですから，もしかしたら会うかもしれない，その人。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 ほかに何か証人尋問とか被告人質問などで，感想とか印象に残っている点はござ

いますか。 

 ３番の方，どうぞ。 

【３番】  私も，まさか自分が直接に証人の方とかに質問するなんてことは全く

始まるまで考えてもいなかったことなのですけれども，一日目の証人である精神科

の医師の方と，二日目の被告人の方へ補充尋問というものをさせていただきました。 

 これは，最初のときに証人の方がおっしゃっていることを聞きまして，その後ち

ょっとした，控室で休憩というか評議の時間がありまして，そのときに自分の思っ
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た疑問を皆さんのところに話しているときにそれを口にしましたら，裁判長さんが，

それはじゃあ直接医師の方に質問してみてくださいとおっしゃってくださって，そ

れで聞いてもいいのかなというふうに思いまして，聞かせていただきました。 

 そのことによって，聞いたことによって自分でもそのお答えの点が納得できまし

たし，そのつながりで二日目の被告人を，直接その方を拝見することによって，医

師の答えがすっと心の中に納得できるような形で落ちてきましたので，とても意味

のある質問をさせていただいて，すごく参加して良かったなという気持ちにもなり

ました。 

 あと，自分では，被告人の方に質問したときに，声が小さくて聞こえませんとい

うことで被告人の方にだめ出しをいただいて，やはり素人なのでこうはっきり言え

ないというのがもどかしい，言っていることが要領を得ていないのだなというのが

とても恥ずかしく思ったことを思い出します。でも，そういう機会を与えていただ

いたことが，裁判長と裁判官の方の心遣いで今，出てきていなかったことだから自

分で聞いてみたらどうですかという言葉をいただいたのが，とても印象に残りまし

た。 

【司会者】  そういうふうに御質問されて，随分理解も深まったということです

ね。 

 今回，６番さん，７番さん，８番さんは補充裁判員として関与していただいたの

で直接お聞きする機会はなかったかと思うのですけれども，１番さんから５番さん

は，直接補充で御質問された方はどのくらいいらっしゃるのか，もし，よろしけれ

ば手を挙げていただいてよろしいですか。２番さん，３番さん，４番さんは直接御

質問されたのですね。ありがとうございます。 

【４番】  質問は，我々６人は公平に何回もやったと思うのですよ。同じぐらい。

ただ，私の印象は，私のいた会社の団体交渉みたいなものだと。相手があるわけで

すから，ああ言ったらこう言うとか，自分である程度筋道を立てておかないと，質

問しただけで答え返ってきて終わりという，突っ込めないですね。なかなか。だか
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らある程度こう言ってきたらこう，こう言ってきたらこうと，最初から答えを引き

出すのではなくて，そんなことやっていいかどうか分からないのですが，いや，こ

れはもう１回あったらうまくできるかなと思いましたけれども。今回は，ただ質問

してそれに対して返ってきてうんうんと言って終わりで，もう１回ぐらい返しまし

たけれども。２回ぐらいでみんなが理解できるようなものが戻ってくる，素人はで

きないですよね，初めてですから。 

【司会者】  裁判員の方の補充質問で，すごく鋭い視点からの質問がぱっと飛び

出ることがあって，私なんかもすごいなと思って感心することもあるのです。なか

なか突っ込むというのは経験が少ないだけに難しい場合もあるでしょうが，法律家

的な角度でない視点からの御質問もあっていいなと思ったりしています。裁判員か

らの質問はともかく，検察官や弁護人からの質問についてはどんな印象を持たれま

したか。何か御記憶ございますか。 

 今回のアンケートの中で，被告人や証人に対する質問の意図が分かりにくかった

と，何が聞きたいのかがよく分からなかったというような感想が幾つかの事件であ

ったのですね。皆様方の事件がどうかというのはちょっと分かりませんが，そんな

ところは，何が聞きたくてこういう質問をしているのかというのは，その場できち

んと理解できたかどうかという点はいかがでらっしゃいますか。 

 ８番さん，いかがですか。 

【８番】  私のは，先ほど６番さんが一応主犯という形で，その後を追っかけて

我々の裁判員裁判があって，先ほど言ったように，６番さんのほうの方が証人とし

ても出廷し，我々の裁判に来られたのです。量刑を考えたときに一番分かりづらか

ったのが，最後，検察官の論告があるのですが，検察官がほかの余罪と比較して，

いろいろなことをやられていたので，そういったことで厳しく見て求刑何年と言わ

れていたのか，そこが非常に分かりづらくて，だから我々も厳しくするべきだとい

うふうに大体評議の中でも話が進んで行くのですけれども，検察官の最後に論告が

何年ということが８年とかで出てくるのですが，この８年というのが，検察官の方
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が厳しく処断したという感覚で８年とおっしゃられているのか，単純に事例，判例

をもとに８年とおっしゃられているのかというのがちょっと分からなかったので。 

 先ほど，検察官の方の資料は分かりやすいという話があった，我々のほうも分か

りやすかったのですけれども，ただ，やはりかなり証言が二転三転したりして，ど

うしてもしょうがないのかなとか，かなり厳しい口調に検察官の方はだんだんなっ

ていかれるのですけれども，そういった意味では厳しく見ているのだろうなと思い

ながらも，何でそうなのかというところがやはり最後，分かりづらかったなという

ふうには思いますけれども。 

 逆に，弁護側からのほうの最後の弁論についても，要はどういうところに着目し

て酌量してほしいのかとか，減刑してほしいのかというところを訴えかけてくれれ

ば，我々のほうもそれを基準にちょっと考えやすいのかなというふうには思いまし

た。 

【司会者】  そうすると，論告とか弁論のところで分かりにくかったということ

になるのですかね。 

【８番】  何で，というところが，一番聞きたかったのは，検察官の方はどうい

うふうに思ってその何年というのを出されたのか。 

 裁判長からも説明あったのですが，強盗致傷というのは６年からということなの

で，そこから短くするということは酌量されるというイメージがあって，６年から

先になると酌量されないんだというようなイメージのことを説明受けるのです。強

盗致傷で見ていて，無免許運転とかカラオケ傷害事件とかというのがくっついてい

るのですけれども，我々からすると，そのくっついているほうのがやめてもらいた

いのですよ。免許もとったことないやつが１００キロ以上で走っているとか，カラ

オケボックスで大騒ぎして殴ったりとかものを動かしたりとかという，そういう人

たちが近くにいるわけですから，こっちはかなり恐怖が強いのですけれども。確か

に一番重たい罪で見るしかない，それに幾らか足すしかないということは説明受け

ているのです。全体的に考えれば，やはりどういうことを法規違反というか，そう
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いうのを守るのが欠けているというふうに何となくみんな思っていると思うのです

けれども，最後その論告のところで逆にびしっと言ってほしかったというか，やは

りこうこうこういうことはだめなんだと思って我々はこういう何年というふうに求

刑しますというふうに言ってくれると，あ，検察官の方も厳しく見られているんだ

なというのが納得できたのですが。結構さらさらっと何年ですというふうになった

ので，どう思って何年と言ったのかなというのがかなり。実際に評議していてです

ね。主従の関係であって我々のほうが従属側でやらなくてはいけないけれどもとい

うのが，ちょっと最後までそういった意味では。特に，主犯の方が減刑されていた

ので，そういった意味ではその辺はかなり量刑のところで難しかったかなと思いま

す。 

【司会者】  そういう場合，弁護人何か御質問ありますか。今の８番さんの御意

見など。 

【牧野弁護士】  弁論につきましては，おっしゃるとおり，こちらもどこに最も

着目すべきかということの優先順位をつけることなく，有利な事情をだーっと書い

てしまった部分はあると思いますので，これは反省しなくてはいけないなというふ

うに弁護人としては反省しておるところでございます。 

 弁護人の弁護については，以上です。 

【司会者】  何か御質問があれば。 

【牧野弁護士】  済みません，３番の方にちょっとお伺いしたいのですけれども，

先ほど質問について裁判官のほうにお伝えして，直接聞いてくださいと言われたの

で直接聞かれたとおっしゃっていましたけれども，質問は裁判官の方に逐一質問し

ていいですかと確認されてから質問されているのでしょうか。 

【３番】  控室に戻ったときに，みんなでその流れで今，法廷で見てきたことと

かを皆さんで疑問点とか，こういうふうに言っていましたねとかという会話の流れ

の中で，その一つとして私もこれこれこういうふうに感じるのですけれどもみたい

な話をしたところ，ではそれを直接聞いてみたらいかがですかという，別にこれを
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聞いてよろしいのでしょうかとか，そうやって確認作業をしてからというのではな

くて，流れの中で自然に裁判長の方が，でしたら御自分で直接にそれを聞いたらど

うですかという形で質問させていただいたということです。 

【牧野弁護士】  実際その場に，評議の最後ですね，出なかった質問であっても

現場で質問がありますということで質問される方とかいらっしゃいましたでしょう

か。 

【３番】  直接その場でですか。 

【牧野弁護士】 はい。 

【３番】  それは私が参加した裁判の中ではなかったと思います。 

【牧野弁護士】  なかったですか。分かりました。 

【３番】  はい。でも，皆さん割と質問される方は，結構半数ぐらいは質問なさ

っていたと思うのです。 

【牧野弁護士】  分かりました。 

【仲戸川弁護士】  いいですか。裁判員の皆さんの手書きのアンケートを私たち

のほうでは集計しまして，弁護人が特に注意すべきところを皆さんにお伝えしてい

るのですけれども，その中で，弁護人の声が小さいという指摘が結構多いのですね。 

 私もこの間，耳鼻科に行きまして，ちょっと聞こえなくなったので耳鼻科に行っ

てどこか耳が悪いのではないかと思って行ったら，年齢相応の聞こえ方と言われて

逆にショックを受けたのですけれども，裁判員の方で，聞き取りにくくて，結局声

が小さくて聞き取れない，あるいは声が小さくて疲れるみたいなところはかなり指

摘が多いのですけれども，今日おいでになった皆さんは実際どんな感じだったので

しょうか。 

【１番】  いいですか。 

【司会者】  どうぞ。１番の方。 

【１番】  私が担当した件では，弁護士の方がやはり声が小さかったです。盛ん

に，ここに，襟のところに直接マイクで話していましたので，それの調整というの
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がうまくいかなかったような気がしました。それで余りよく聞き取れなかった感じ

でした。マイクの件について，聞こえやすいようにしたらどうかと思うのですけれ

ども。 

【４番】  我々のところでは，ちょっと抑揚がなく，ずっと，もとを正せば，も

とに戻れば，この裁判員裁判というのは法律に縛られる制度，そこは裁判官の方が

フォローしていただけると思って，我々は，先ほども言ったフィーリングに社会常

識というのですか，市民の感覚をもって接すればいいと思うのですけれども，そう

いうことに対するアピールが足りないと思いました。だから，検察官のレジュメと

かパワーポイントはそこを押さえているような気がしたのですけれどもね。 

 だから，我々の弁護士さん二人も，淡々と何かだらだらだらだら言っているだけ

で，もちろん本人も否認していますし，全面的に争うと言ったって同じことを最初

から最後までだらだらだらだら言っているだけで，我々にしてみたら何を言ってい

るのかなと，それは法律に照らすと罪にならないんだよと言っているのかもしれま

せんという雰囲気だったのですね，多分。そこら辺を我々というか市民にアピール

できるような何か言っていた気がしますけれども。表現にしていただいて。踏み込

むというか臨んでいただきたいなと思いましたけれどもね。 

【仲戸川弁護士】  ちょっとよろしいですか。 

 実は，弁護士はほかの民事や刑事の裁判では，結局専門家の裁判官がいて，しか

も書面に書いているのを読んだりとか，後でまた調書を読んでもらうということで

やっている裁判がすごく多いわけですね。 

 検察官と裁判員裁判で違うのは，検察官は裁判員をかなり集中的にやっていらっ

しゃるのですけれども，弁護人はたくさんやっている人でも１０件ぐらいで，少な

い人は３件４件とか初めてとか，何でも組み合わせで，いろいろな形で経験した人

とそうでない人を組み合わせるのですけれども，やはりそのあたりで皆さんが非常

に裁判員裁判に慣れていないと，普段の裁判で裁判官相手にやるのと同じようにや

っているのではないかということで，多分分かりにくくなっているのではないかと
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思いまして，まだ，なお御意見があればお聞かせいただいて，皆さんにお伝えした

いなと思っていますけれども。 

【司会者】  是非，今日の意見を持ち帰って，広く皆さんにお伝えいただければ

と思うのですけれども。 

【４番】  ちょっと僕が強く感じたのは，私たちの机の上には評議にしたって紙

っぺらが二，三枚しかないのですけれども，裁判官の手元にはこんな厚いものがあ

るじゃないですか。だから，多分事前にいろいろなものが出されて，だけど我々は

二，三枚の紙切れ以外は。２枚でしたね，２枚ぐらい。それ以外はその法廷の場で

見聞きしたことしか判断する材料がないわけで，それ以外は裁判官が評議の場で法

律はこうなっていますよというレジュメみたいなことをお話しいただいて。法律知

らないわけだから。その軌道は外さないようにしていただけるのですけれども，そ

のバックグラウンドがないからどうしても公開の場で，このビジュアルなりイメー

ジなり証人尋問で相手がしゃべることなり，弁護士さんの弁護それから検察官の陳

述みたいなものから御本人の意見ですか，それにならざるを得ないから，その辺も

何か考えていただけたらいいかなと思いましたけれども。時々，ちょっと見させて

くださいと見せていただきますと，いろいろなものがあるわけですね。事前に証拠

みたいなものが，この厚い書類の中には。 

【司会者】  裁判官も証拠は法廷で裁判員の方と見るのが初めてになりますので，

そこで見たり聞いたりしたものだけで判断すると，こういうふうになっています。

主張を整理する段階の書類が幾つか厚いものがある場合もあるのですけれども，証

拠は同じなのですね。 

 今，事前のアンケートの中で，７番さんの事件でも，何を言いたいのか分かりま

せんでしたとか，速度が速いですみたいなアンケート結果が書かれているのが結構

あったのですけれども，いかがですか。法廷で証人尋問とか被告人質問をお聞きに

なっての感想など。 

【７番】  確かに検察官の方のほうがとても歯切れがよく分かりやすかったので
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すね。弁護人の方も汗をかいているような感じでやっていて，すごく早口，とても

早口だったということが，それがやはり聞き取りづらかったというのですかね。入

ってこなかったというのがありました。 

【司会者】  ちょっと速いなみたいな感想は，お部屋に戻って裁判官に伝えてい

ただくとか，そういうことはなかったのですか。速ければ裁判官が法廷でもう少し

ゆっくり話してくださいというふうに，例えば弁護士に話したり検察官に話したり

することができるのですけれども，そういう注意みたいなのは法廷ではなかったの

ですか。 

【７番】  なかったですかね。雑談の中で速いよねという感じで話していたので，

直接裁判官の人には伝わってなかったかな。 

【司会者】  やはりそういうのは伝えにくい雰囲気があるのですか。 

【７番】  そんなことはないと思いますけれども。 

【司会者】  逆に裁判官から，速すぎて分かりにくいようだったら早目に言って

くださいみたいな最初の説明みたいなのはなかったですか。 

【７番】  そうですね。そういうと割と裁判官の人たちが，これはこうこうこう

言っていたよねとかそこでフォローしてくださるので，だからそれで，ああそうだ

ったんですねみたいな。早口でしたかね。 

【司会者】  この世界に前々からいる方たちは早口の方が多くて，意識してゆっ

くり話してくださいということをいろいろな場で検察官や弁護人にお願いはしてい

るのですけれど。それでも速かったりすると，法廷でもう少しゆっくり話してくだ

さいということを裁判長のほうから御注意させていただくこともあるのですが，な

かなかそこまではいかなかったのかもしれませんね。速いという感想が随分出てい

ますけれども。 

【６番】  結局，慣れではないですかね。 

【司会者】  そうですね。 

【６番】  慣れると。私も子どもたちの前でしゃべる商売でしたけれども，自分
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が得意とするところ，慣れによって速くなるということは反省としてありますよね。

特に得意なところは速くなりますね。 

【４番】  半分ちょっと冗談ですけれども，今，私たちはもうワープロの時代か

らものを字で書くというようなことをしないで，もう全部これに頼っていますから，

今回みたいに最初から，聞きながらメモに残すという，漢字が出てこないのですね。

そうなるとちょっとゆっくり話していただかないと。いろいろな駅名とかも出てき

ましたけれども，いつも乗っていても何だったけなんていう話も，そこで止まって

しまいますから，ゆっくりという。相当，字を書きましたね今回。メモを残してい

ないと後で評議の場でできないものですから。その辺，聞きながらメモを残すとい

うのは，最初，要点だけでいいのかなと思って一日目に要点だけ残しておいたら，

評議の場でそれって要点だけだと，ちょっと子細が記録に残っていないと難しいか

なと思って次の日は全部メモを始めたら，かなり，ちょっとゆっくり話してもらわ

ないと受け入れられないというような雰囲気でしたね。 

【司会者】  多分，全部メモをとっていただくということを前提にやっていない

のではないかと思うのですが，検察官，いかがですか。そういう証人尋問，裁判員

の人が子細にメモをとってもらわないとできないような証人尋問は多いのですか。 

【山本検察官】  検察庁の山本でございます。 

 基本的には，証人尋問は聞いていただいて証人の表情も含めて本当のことを言っ

ているのかというのを見ていただいて，その場で聞いて理解できるというものを目

指してやっております。 

 ただ，実際，裁判員の裁判に立っていると，結構熱心にメモをしてくださってい

る方もいて，非常に熱心に聞いていただいているなということで，それを見ると逆

に当事者のほうも質問をゆっくりしたりワンテンポあけるようにして，きちんとメ

モをとってついてきていただけるようにというふうにしないといけないなと気がつ

いたりすることもあるなと思っております。 

【司会者】  裁判所のほうからも，証人尋問のとき結構裁判員の方たちにお願い
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したり御説明したりすることもあると思うのですけれども，いかがですか。 

【馬渡裁判官】  馬渡です。 

 基本的には，メモとかというのは，とりたい方はとっていただいてもいいのです

けれども，普段とり慣れない方などはとらずにむしろ聞くことに注意して，そちら

のほうに注意を向けてくださいねなんていう御説明をさせていただいています。そ

れぞれ人によってメモをとりながら聞くほうが得意な方とか，余りそういうのをせ

ずに聞くほうが得意な方とか，あとは御自身の御判断にお任せしているかなと思う

のですが。聞いて理解できるような内容の質問とやりとりに実際なっているかどう

かというところが，むしろ問題なのかなという問題意識も持ちながら進めてはいる

のですけれども，その辺，何かまたお聞かせいただければと思います。 

【司会者】  最後に証拠調べの内容を，全体を見渡して，例えば事実認定の話と

か量刑の話を評議の席で検討されたと思うのですけれども，これが役に立ったとか，

逆にここをもっと工夫しておいてくれれば良かったというところは何か端的にござ

いますか。 

 ５番の方とか，最後，何をよすがに判断していったのかなというのを思い浮かべ

ていただくと，何か印象に残っている検察官の活動とか弁護人の活動とかあるので

はないかと思うのですけれども，いかがですか。余り印象に残っていないですか。 

【５番】  いや，残っていることは残っているのですけれども，資料はやはり一

番ですよね。 

【司会者】  資料といいますと，どんな資料が。 

【５番】  画面で。出てくるじゃないですか。 

【司会者】  証拠調べのとき見た画面。 

【５番】  証拠調べというか，証拠をやはり見たときには，ああ，そうなんだ，

リアルで分かりやすかったですよ。やはり皆さん証拠を見たいと言っていたので。

あとは量刑のやつですか，グラフで今までの傾向というか，あるじゃないですか。

懲役何年とか。あれもすごく印象に残っていましたね。 
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【司会者】  量刑を決めるときに，量刑については法律的にはどういう考え方を

するのですと，これまでの裁判例の傾向としてはこんなグラフになっています，み

たいなお話がそれぞれされたのではないかと思うのですが，皆さん量刑のグラフと

かごらんになった方がほとんどですかね。ごらんになっていないという方はいらっ

しゃいますか。いらっしゃらない。あの辺の，量刑についての考え方とかグラフと

かはそれなりに役に立ちましたか。 

【５番】  そうですね。実際，何年とか分からないじゃないですか。判断する上

でそういう資料があったので，大体このぐらいなのかなと。逆にその反面，えっこ

んなので決めちゃうのというところもありましたけれども。それが感想ですね。 

【６番】  僕も今のことについて，ほぼ同じ考えですけれどもね。 

 ただ，統計的なものに当てはめていくならば，いわば簡単だという部分がありま

すが，でも，ああいうものがないと素人は判断する根拠がないのですよね。ですか

ら，よく画面で見せていただいて考える材料になったというふうに思っていますけ

れども。 

【司会者】  考える一材料としては，すごく役に立ったというふうな感想をお持

ちなのですね。 

【６番】  そうですね。裁判所の方にしてみれば，分かりきったようなことで面

倒なのでしょうけれども，ああいう段階は，裁判員の入った評議では大事なことか

なと思いますね。 

【司会者】  ７番さん，同じ質問ですがいかがですか。 

【７番】  私のときは殺人だったのですけれども，ちょっとびっくりしたのが，

人を殺しておいて１０年以内で出てきてしまう，５年６年で早ければ出てきてしま

うというのが。今までは，例えば人殺しとかをしてしまったら，２０年ぐらいは絶

対牢屋にいるのだろうなとか，そういうことを思っていましたので，５年６年で出

てきてしまうというのがすごくびっくりしました。 

 でも，それはもうグラフになって出ているので，ずっとこういう感じでやってい
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るのでしょうね，そうだったのでしょうねという感じで分かりましたけれども。 

【司会者】  それまでお持ちになっていた感覚というのでしょうか，それと大分

グラフが違っていて，そのとき，どういう反応をされたのかなというのがちょっと

気になるところなのですけれども。 

【７番】  こんな短くていいのかなと。 

【司会者】  そういうことは，具体的に発言されたのですか。 

【７番】  そうですね。皆さんと話し合いしていて，おまけに執行猶予がつくと

かつかないとかいう話にもなりましたけれども。いろいろありますけれども。 

【司会者】  具体的な意見は評議の関係もありますのでちょっと置いておくこと

にして。量刑についての考え方の説明が恐らく裁判官からあって，グラフをごらん

になって，ちょっと自分の感覚とは違うようなグラフが出てきたのだけれども，そ

れはそれで説明なりで，すーっと納得されたのか，最後まで全然違うなと思ったま

まで終わってられたのかというのはどうなのですか。 

【７番】  納得はして，私はしたと思いますけれども，やはり人それぞれですか

ら。 

【司会者】  そうですか。ありがとうございます。 

【６番】  そのことについて，自分がかかわったものと関係ありませんけれども

いいですか。 

【司会者】  はい。 

【６番】  殺人事件のほうです。人を殺してなぜ生きてられるのですか。僕はそ

れが素人一般の単純な疑問だと思いますよ。一人だから大丈夫，なぜ。二人なら終

身になるか死刑になるかという境目だとか，それはどうしてなのですか。僕はテレ

ビの報道を見ていて，殺人に対する量刑というのは軽いと思う。なぜだと聞かれて

もよく説明はできませんけれども，人を殺しておいて何だと。その人を生かしてお

いて何かいいことがあるかと，それは統計とっているのですか，ちゃんと。殺人を

犯して死刑にならないで社会にまた復帰してきたときに，その人が何か別の犯罪を
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犯す，それを再犯というのでしょうけれども，再犯する，しないの統計というのは

あるのですか。何からその，やはり一人だから生かしておこうなんていう考え方が

出てくるのですか。単純な疑問ですけれども。 

【司会者】  分かりました。いろいろそういうところに関心をお持ちになって御

自分の御意見があるというのは分かりましたが，６番さんは殺人の事件ではなかっ

たのでそういう御意見は表明される機会は今回はなかったと，こういうことでよろ

しゅうございますかね。 

【４番】  今の量刑の話ですけれども，私の麻薬事件の場合は，量刑というのは

法律のことは私たちは分からないのですけれども，量刑があるときは足かせになる

かもしれないけれども，麻薬事件の場合，私たちはみんな量刑がなかったら麻薬が

あんなに重い罪だなんていうのは。 

【司会者】  量刑のグラフの話ですね。 

【４番】  びっくりしましたけれども。初めて言われて，この事案が２２万人分

の麻薬だったのですよという話で。だから，ああいう説明も時と場合ですけれども，

量刑の件もクローズアップして我々に情報を与えていただくというのも必要ですね。

何を悪いことしたのといって，あれ持ってきただけじゃないのという話ではないん

だという話を，みんながおお，と思って感心した次第です。感心というか，それぐ

らい重い罪だという話になっているということを初めて知りましたね。それは，私

だけではなくてみんな同じことを言っていました。 

【司会者】  量刑のグラフをごらんになって，すごく重いんだなという感覚をお

持ちになったのかもしれませんね。 

【４番】  麻薬事件というものがね。だから，量刑があそこで説明なかったら，

本人は知らないと言いながらかばんに入っていたと言っているのだから，せいぜい

１年ぐらいか低いのでもいいようなというニュアンスの人もいましたよね。実はこ

れはこんなものなのだという話があって初めてなるほどという。 

【司会者】  その前提としては，覚せい剤というのはどんな薬物で，これが１回
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使用する分がこのぐらいだから何人分の量ですというような説明も証拠の中であっ

たということになるのですかね。 

【４番】  そうですね。そういうことは具体的に説明していただいて，非常に有

益だったというか，それがなければその最後の刑を量刑することはできないと思う

のですね。ああいう案件を。市民感覚なんかで裁けない。裁くというのは失礼です

けれども，だめだなと思いました。 

【司会者】  証拠調べなどの検察官や弁護人の活動の中で，こんなこともやって

ほしかったとか，工夫してほしかった点とかいうのは何かございますか。特にはご

ざいませんか。 

 ２番の方，どうぞ。 

【２番】  弁護士の方と検察官の方にやってもらいたいことではないのですが，

反省のところにも多分書いたのではないかと思うのですけれども，証拠の中に，今

回は既に亡くなっているのですが，御遺体があるかないかというのを事前に分かれ

ば良かったなと思います。私のときは結局はなかったのですが，多分そういうのが

分かったほうが，やるという方もふえていくのではないかなと。 

 例えば絵ですよと言われれば，もう少し入りやすい気がするのです。ずっとその

証拠の写真を見るまで，あるのかな，ないのかなと思いながら参加させていただい

ていたのですけれども，結局途中で裁判官の方に，あのとき放火だったので，お部

屋が燃えてベッドが置いてあって，そこに御遺体があったのですかということで伺

ったら，ないですと言われたのでちょっと気持ちが落ち着いたのですけれども，多

分女性の方は特に，そういうのがあるかないかで嫌だなと思ったりするのが強くな

るのではないかなと思うので，できればそういう配慮があるととてもありがたいで

す。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 裁判員としての負担とかストレスとか，そういうほうにもお話が進んできている

ようですので，では，そちらのほうに話を進めさせていただきますが。 
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【２番】  済みません。ごめんなさい。 

【司会者】  いいえ。 

 今のお話は，御遺体の写真を見なければいけないのかどうかというのを，早い段

階で知りたかったということなのですね。それは，選任のタイミングとか選ばれた

タイミングとか証拠調べが始まるタイミングとか，いろいろなタイミングが考えら

れると思うのですけれども，２番さんとしては，どういう時期に教えてほしかった

なと思われますか。 

【２番】  こちらに一番初めに来たときに，事件の内容とかが説明があったと思

うのですけれども，そのときにできれば。私は皆さんと同じで，意外と多かった，

是非機会があったら参加してみたかったなという意見だったので，ただ，一番気に

なっていたのが，やはり御遺体を見るとか刺し傷とかそういうのを見る機会がある

のはかなり重荷だったのですね。なので，かなりの人数が一番初めのときに集めら

れていて，どういう理由で私が選ばれることになったのかというのは分からないの

ですが，どきどきしながら，やるというふうに丸をしたのですけれども，そのとき

に多分嫌だというほうに丸をする方の中には，そういう機会があったら嫌だなと思

われている方もいらっしゃるのかなと思って発言させていただきました。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 今回の事件ですと７番さんが殺人の事案だったと思うのですけれども，最初に選

ばれるか選ばれないか，選任の日に，来たときには何かその辺の予告とかはありま

したか。というか，何か気になっていましたか，やはり。何か怖い写真見なきゃい

けないのかしらとか，そのあたりのところはいかがですか。 

【７番】  その時点で，ネクタイで絞めたというのが分かったので，ネクタイだ

ったらそんなに気持ち悪くはないかと思ってみました。これ例えばバラバラ殺人で

めった切りとか，それだったらちょっと考えてしまったと思います。何となく地味

な感じが。何となく。 

【司会者】  そうすると，ネクタイで絞めたんだというのが分かって少しは安心
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されたのですか。 

【７番】  バラバラとかに比べたらまだましなのかなとは思いましたけれども，

でも実際そういう証拠品とか見ると何かもう気持ち悪くて，やはり夜，目が覚めた

りよみがえってきたり，あれ見ちゃったとか思ったりすることも，やはり最初のう

ちはありました。 

【司会者】  見たくないなと思った御遺体の様子は絵でという形でしたか。 

【７番】  そうですね。絵を見ました。 

【司会者】  触りたくないなと思ったのがネクタイという話でしたか。 

【７番】  ビニールに入れて，こう回ってきたような感じ。 

【司会者】  実際に使われたネクタイ。 

【７番】  そうですね。それがちぎれてあって，繰り返し絞めたか３回絞めたか

みたいな，そういうのでやっていましたけれども。 

【司会者】  実際の判断をする上では，そのネクタイというのは役に立ったので

すか。 

【７番】  立ったと思います。かなり。 

【司会者】  そうすると，実物はやはりごらんにならざるを得なかったのですか

ね。 

【７番】  そうですね。誰も目を背けていませんでしたし，私もそういう雰囲気

なのでそういう態度は見せませんでしたけれども。家に帰るとやはり思い出したり

はしてしまいます。 

【司会者】  それは，裁判中は家に帰ると思い出したりされていたようですけれ

ども，裁判が終わった後はどんな様子に。もう忘れられて平常には戻られましたか。 

【７番】  戻りました。裁判中の１週間が一番，どうなんだ，どうなんだという

感じで気にはなりますよね。 

【司会者】  検察官もそのあたり，結構配慮して工夫されているのではないかと

思うのですが，何か御質問も含めてあれば。 
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【山本検察官】  検察庁としても，できるだけ必要もないものを刺激的な写真な

んかを使うことはないようにするということで配慮しております。 

 他方，どうしても必要で見ていただかなければいけないということもありますの

で，そのような場合には，あらかじめこれからお示しするものはこのようなもので

すというふうに説明をした上で見ていただくという形をとったりということで対応

しております。 

 ７番さんが先ほどお話しされた事案は，私も公判のほう立っていたのですけれど

も，あれは何回首を絞めたか，何重に巻いて絞めたかということに関連して，それ

をそのまま切断しているので，その切断した状況を見ていただければ，何回巻きつ

いたかというところが判断できますというところもあって，どうしてもそこは写真

ではちょっと説明のしようがなかったということで，発見された状況は絵でという

形ですけれども，そのものは切断されたそのものを証拠品として出したというふう

な事情でした。 

【司会者】  ほかの方たちで，調べられた証拠が夜お休みになって夢に出てくる

とか，何かそういう御負担に感じた経験とかございますか。 

 今，ストレスを与えていたりして，御負担を軽減させるためにはどうしたらいい

のだろうということを裁判所，検察庁，弁護士会合わせて検討しているところだと

いうふうに思うのですけれども，何か印象とか何でも結構ですが。 

【４番】  私の場合は覚せい剤だったのですけれども，覚せい剤とかばんという

のはかばんに入れてきたわけで，写真だけでもいいかなという感覚もあるけれども，

実際，覚せい剤そのものと運んできたかばんそのものを見せていただいたのですが，

あれは本物を見せていただいても良かったなと思いましたね。写真でも十分だと思

うのですよ。このかばん，この覚せい剤と。でも，その覚せい剤そのものは，その

ものを見たこともなかったけれども，とても重たかったです，６．何キロと。それ

をふた側に入れてきたわけだから。こんなかばんは普通じゃないよなというふうに

我々は，多分みんなも認識したと思うのですね。だから，あるときは実物も必要な
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のかなと。夢になんか出てきませんから。きれいな結晶だったというのは，みんな

驚いていました。 

【司会者】  ５番さんも，実物の覚せい剤とスーツケースとかは出てきたのです

か。 

【５番】  そうですね。出てきました。やはりスーツケースの仕組まれ方という

のを見てしまうと，ああ，これ仕事でやってるんだみたいな，本当にやっていない

と言っているけれども，それは違うんじゃないみたいなそんな気持ちになりました

ね。 

【司会者】  実物を見ると，すごく判断しやすかったと，こういうふうにお伺い

したほうが良いですか。 

【５番】  そうですね。見れたので。写真よりは良いかなと思う。 

【司会者】  覚せい剤だときれいな結晶という今お話がありましたので余り気持

ち悪い写真はないかなとは思うのですけれども，ほかの方たちは裁判員をお務めい

ただいて，審理を経てストレスというようなことはお感じになったかどうか。 

 どうぞ，３番の方。 

【３番】  三日目ですか，大体量刑についての判断になったところで，やはり一

生懸命メモとかもとって毎日毎日考えていたのですけれども，聞かれたときに答え

られないぐらい，答えられませんと言ってしまったのですね。それと同時に何か思

わず泣きそうになりました。 

 でも，私がかかわったこの事件では，被告人の方は罪を認めているし争いはない

ということで，そういう意味ではまだそんなに負担になるような，皆さんのお話を

聞くと，ではないと思うのですけれども，そのぐらいの気持ちになったことは確か

で，次の日までに自分で考えてきますということでしたのですけれども，もし，こ

れが今，聞いたような事件とか，もっとテレビでやっているような犯人の内容の細

かい作業とかを，もしも自分が目にしたりしなくてはいけないとしたら，やはりそ

れでは済まないぐらいのストレスになったのではないかなと，ここは正直言って思
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います。 

 そこはもうもちろんそろっているので，素人としては，やはり証人の方の言って

いること，本当に被告人の方の表情とか話しぶりとか，そういうものを見て判断す

るというかそういうのしかないと思うのですね。でも，それが本当はそんなのでは

いけないのだろうなと，目の前のあるもの事実だけを見て判断してくださいと言わ

れて頭では分かっているのですけれども，でもやはり人間だから，自分の目で見て

感じたことで判断したいという気持ちがどうしても起こってしまって，なので先ほ

ど言った医師の方は，その犯人の方は知的レベルに若干の問題があるけれども，犯

行に及ぼすような影響はないとおっしゃったのです。私はどうしても，本当のとこ

ろは誰にも分からないんじゃないのという気持ちが捨てきれなくて，やはりそれが

素人なのだろうなと思うところでもあって，そんなのが参加していいのかどうかと

いうところにまた戻っちゃうのですね，気持ちの上で。 

 だから，裁判員制度がそういう人でも参加して，もしも何かメリットになること

があるのであれば良いのかなと思ったり，逆に一般の人が参加することによってメ

リットデメリット言われていますけれども，私たちがそういうふうに参加すること

によって裁判官の方や，この中の方たちが何か変化することってあるのでしょうか，

と私は逆に質問させていただきたい気持ちにはなりました。もしも悪影響なりある

のか，それでも良いほうに行くこともあるのか，疑問に思ってもやもやしたものが

ちょっと残りました。 

 なので，今日もそういうところも，どこまで言っていいのか悪いのか分かりませ

んけれども，何かすっきりしないものが残ってしまって。聞いていいかどうか分か

らないのですけれども。 

 これをするために，裁判員制度の裁判をするために，今までと違って公判前整理

手続というのですか，そういうものをされると聞いたときに，そのことがどのくら

い裁判官の方たちの負担になっているのか，それとも，もっと早く終わらせるため

にそれは役に立つことなのか。早く終わらせることが良いことなのか，それもちょ
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っと私にはよく分からないのですけれども，その辺御意見というか，伺いたいなと

思うのです。 

【司会者】  なかなか難しい御質問かなというふうに思うのですけれども，どう

ですか。 

【馬渡裁判官】  それぞれいろいろな考え方の裁判官もいるでしょうから，私の

個人的な感じというところなのですけれども，やはり裁判員の方が来ていただいて

一緒に議論することで，我々が当たり前だと思っていたところについてもう一度疑

問を投げかけられて，もう一度そこを議論したりすることによって，やはり議論の

正当性が深まっていくということは間違いないなと毎回感じているというのが一つ

ですね。 

 もちろん，その過程の中にはいろいろな意見が出てきて，こちらの考えていると

ころと全然違ったりするときに，これはこういう考え方でやっているのですよなん

て御説明させていただくこともありますし，それを納得する場合もあれば，いや，

でもこうでしょうというようなことのやりとりが当然あったりして，そういうこと

を議論することというのはものすごく意味があるかなというのはやっていて実感し

ています。 

 それが一つと，あと，期間とか，もうちょっとマクロ的に裁判員全体に裁判員制

度が入って裁判が良くなったのかどうかというところも少し御心配になっていらっ

しゃるのかなとちょっと思ったのですけれども，それはもう間違いなく良くなって

いるというふうに私は実感していまして，やはり裁判員の皆さんが入ってくること

で，検察官や弁護士さんの意識がすごく大きく変わって，やはり本当に大事なこと

に絞って大事なことを裁判しようという意識がすごく高まったのですね，実を言う

と。前の，昔やっていた裁判よりも，そういう意味ではずっと中身の濃い裁判が実

現できるように，公判前の整理手続というものもそのためにやっていて，それがす

ごく大きなてこになって，今すごく良い方向に動いているのではないかなというの

は，それは間違いなく感じているところです。 
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 簡単ですけれども，そんな感じで。 

【司会者】  そういう若干御負担というか，もやもやしたものを裁判が終わって

何箇月かたった今でもずっと引きずっておられたのですか。 

【３番】  そうですね。やはりそういうところがあると思うのです。なので，終

わった段階では，ああ，もう絶対に裁判所に足を運ぶことなんかないだろうと思っ

ていましたし，終わった終わったみたいな感じがあったのですけれども，やはり参

加したことによって，そういう残ったもやもやというか，いろいろな疑問が湧いて

きて，ずっとやはり今まで残っています。 

【司会者】  今日御参加いただいて，どうですか。多少は。 

【３番】  すごく心強い御返事をいただいて，ああ良くなっていけば良いなとい

うふうに思います。 

【司会者】  多分まだ完成形ではないので，発展途上の段階にあると思うのです

ね，この仕組み。そういう中で，日々いろいろな形で皆さんが努力しながら，良い

ものを作っていかなくてはいけないという気持ちだけは，恐らく裁判所も検察庁も

弁護士会もあると思うので，今日お集まりいただいたところで出た意見も，そちら

に向けて生かしていきたいなというふうに思っているのですけれども。ありがとう

ございます。 

 あと，お聞きしたいのは，やはり裁判員としての負担感というあたりのところで，

精神的なものももちろんそうですし，お仕事とか家庭の関係とかの調整というのも

結構大変な方もいらっしゃったのではないかと思うのです。８番さんは，これから

会社の上のほうに立つ者として経験されたいというようなことで今日，おいでいた

だいたということですけれど，何か感想とかございますか。 

【８番】  正直，仕事ということが，私は裁判は先ほど言いましたように，１件

の強盗致傷に幾つかくっついていたので審理が長かったのですね。９月の初めから

判決が十日ぐらいまでありましたので，足かけ八日間ぐらい平日が潰れるようなそ

ういう裁判だったのですけれども，さすがに八日間となると，かなりちょっといろ
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いろ会社のほうでもずっと行かないというわけにいかなくて，やはり土日とか，あ

と今はＶＰＮでパソコンをつないで家でもできますので，そういった形で多少は夜

とか土日を使って仕事をしないといけないという状態ではありました。ただ，ぎり

ぎりかなと。正直，八日間ぎりぎり何とかなるかなというふうには。今もっと長い

裁判，東京なんかでもやっていますけれども，あれになると恐らく現役世代はまず

もって不可能ではないかなというふうに思いましたので，限界としては，せいぜい

１週間か２週間ぐらい，これぐらいで終わるようにしていただかないと，現実とし

てはかなり断る人が出てくるのではないかなと思います。実際，相当ぎりぎり感が

ありましたので。絶対土日やらないというのはちょっと良い感じなのですけれども。

ただ，それでも土日ちょっと仕事しないと八日間はちょっときつかったなというふ

うに思いますので，若干その辺は。短くするのも事件によっては難しいとは重々分

かっているのですけれども，現役の世代がやはりそれを理由に断る事態になるのは

大体その辺ぐらい。丸２週間と言われると，ちょっとさすがに厳しいかなという感

じは正直しました。 

【司会者】  裁判員期間中も若干のお仕事をされながら何とかその八日間を乗り

切っていただいたようなのですけれども。 

【８番】  家が近いので，むしろ会社行くより近いのですね。ですから，むしろ

審理中とかは体楽だなと逆に思っていたのですけれども，実際会社に出ていないと，

いろいろ書類やらメールやらというのはやはりたまっていきますので，やはり２週

間と言われると正直ちょっとしんどいかなというふうには思いましたね。 

【司会者】  審理が終わって会社に復帰された後がすごく大変だったという，こ

んな感じなのでしょうか。 

【８番】  そうですね。それでも大分，夜やったりとかしていましたので。です

けれども，あれを，これ以上はちょっともういいかなというふうに，正直な気はし

ましたね。 

 体の，精神的な負担面とか体が辛いとかということは余りなかったのですけれど
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も，だけどその出た後，頭の中にどうしても仕事，あと電話が使えないじゃないで

すか，審理中。携帯電話切っているので，昼も必ず１回電話入れて何か起こってい

ないか確認したりとか，電話切らざるを得ないのは仕方ないのですけれども，やは

り気にはなりますよね。今日何が起こったのかどうかというのは気になって，大体

夕方電話入れたりとか，そういうことは絶対せざるを得ない。皆さん多分そうだと

思うのですけれども。私の裁判のときも皆さん結構終わった後電話すぐされている

方が多かったので，やはりその辺は，仕事はしなくていいよと会社によく言われま

すけれども，実際にはそうはいかないので，ある程度はやはりそういう，ある程度

仕事をしながら参加するしかないと思いますので，余り長いのはやはりちょっと現

役世代は厳しいかなというふうに思います。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 １番の方とか，いかがでいらっしゃいますか。負担感のお話なのですけれども。 

【１番】  一応この千葉県内でやっていますけれども，ちょっと自分，個人的な

なので，今日ここまで家から２時間かかるのですよ。で，ちょっとあれかなと，距

離的な。大体私のとき１０時から始まっていましたので，住んでいるところの近い

人が良いのかなとはちょっと思いました。 

【司会者】  １番の方は，全部で六日間お越しいただいたのですよね。 

【１番】  そうです。 

【司会者】  体力的にも結構きつかったですか。まだ余裕が。 

【１番】  まだ７月の最初で暑くなる直前だったので，それはちょっと助かりま

した。もう一，二週間遅かったら暑くなってきてちょっときつかったかなと思いま

した。 

【司会者】  体力面はちょっと置いて，精神的には御負担感というのでしょうか，

そんなものはありましたか。 

【１番】  精神的な，そういうのはなかったですね。 

【司会者】  大丈夫でしたか。ありがとうございます。 



���

�

 大分時間が進んできてしまいました。最後に弁護人のほうで何か全体的な質問ご

ざいますか。 

【牧野弁護士】  済みません。質問なのですけれども，私どもは番号４から８番

の弁護人の方に直接いろいろお話を伺ったのですが，その中で一番多かった質問が，

弁護人が主張している事実の中で判決で全く触れられていない部分があると。例え

ば，これちょっと具体的な事件になるので，議事録カットになるかちょっと分から

ないのですけれども，私が担当した８番の事件ですと，お父さんお母さんの証人尋

問を行ったのですが，量刑には触れられていないということでありまして，弁護人

の主張した事実につきまして，皆さんそれぞれについて全て網羅的に議論をなされ

ているのか，それとも整理した上で議論されているのか，その辺ちょっとお伺いし

たいのですけれども。 

【司会者】  全部議論しているかどうかというのが，果たして記憶に残っておら

れるかどうか。８番の方，いかがですか。 

【８番】  当然，内容はともかくとして，議論はしています。今，牧野先生のほ

うからあった話の内容というのは当然評議の中でもきちっと議論はされていました。

その上で判断したということです。 

【４番】  我々も，ちゃんとプリントをいただいていますから，それは同じです

ね，８番さんと。そのプリント見ながら評議の場で。 

【司会者】  その上で，どういう点について判決に書き込むか，書き込まないか

というのはかなり裁判官の影響が大きいかと思いますけれども。 

【牧野弁護士】  私の質問は以上です。 

【司会者】  では，検察官のほうで何か御質問ありますか。 

【山本検察官】  ちょっと個別の事案に関係するところになってしまうのですが，

３番と７番の方は精神科医の尋問をお聞きになったかと思うのですが，精神科医の

先生の説明ですとか言葉，用語ですとか，そういったところはよく理解できました

でしょうか。あるいは，こういうふうな工夫をしていただけたので非常に理解しや
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すかったとか，逆にこうしていただければもうちょっと分かりやすかったというよ

うな点も含めて教えていただければなのですけれども。 

【７番】  精神科医の説明は，はっきり言って分かりづらかったです。部屋に戻

ってからも，何を言っていたのかよく分からなかったねみたいな。すぐ眠く。あそ

この場面だけがすごく眠くなった時間でした。みんな言っていました。 

 やはり専門用語が飛び交っていたのと，どっちが本当なのだろうというのがすご

く分からなくて，そこはその事件，判決にかかわったのですけれども，精神科医の

意見って全部本気で信じてしまっていいのかなみたいな，先生だからそこまで裁判

官たちも踏み込めないみたいな，なのでもうちょっと分かりやすく言っていただい

たほうが良かったのかなと思いました。 

【司会者】  ３番さんもいかがですか。 

【３番】  私の場合は，被告人の方が軽度ということもあって，影響ないか普通

に接したら一般の方とさほど変わらないでしょうというお答えだったので，別に内

容的には難しい言葉が出てきたわけでもなく，理解しやすかったです。 

 ただ，それに対して先生に質問された弁護人の方が，それが影響しているのだろ

うということを引き出されたかったのだと思いますけれども，何か先生が首をかし

げて，何を聞いているのだろうという場面が二度ほど繰り返されて同じ質問をなさ

ったのが，それのほうがちょっとよく理解できなかったですね。先生も困ってしま

うような内容の質問を弁護人の方がされたという記憶があります。 

【山本検察官】  どうもありがとうございます。 

【司会者】  何か裁判所のほうからありますか。 

【瓜生裁判官】  特に追加は。 

【司会者】  いいですか。予定の時間になってしまいました。何か最後に御発言

しておきたいこととかございましたらお伺いいたしますが。 

【４番】  ちょっと要望ですけれども，自分がかかわった判決がその後どうなっ

たかというのが心配で，私だけではなくて，帰り道，余計なことはしゃべれないで
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すけれども，今後も心配だよねと。それは，自分の息子と同じような年齢の被告人

を私たちは対処したわけですから，その後どうなったか，自分がやったことが，判

断したことが正しかったかと非常に気になると，みんな。そのことを申し上げたら，

電話で聞いてくださいと言われて，電話で私も聞きましたけれども，ためらうやつ

で，やはりフォローとして，呼んだ以上は裁判所が，この案件は控訴ありましたと

か控訴なくて判決が確定しました，一言でいいと思うのですよ。手紙をいただきた

いと。 

 その後，欲を言えば次の上級審で，一言でいいですよね，１５年の判決が確定し

ましたぐらいのフォローをしていただかないと，裁判官も検察官も，失礼ですけれ

ども弁護士さんも，皆さん仕事だから，毎日の中の流れの一つだと思うのですけれ

ども，我々にとっては一生に１回のものすごい大事件ですよ。多分この中何人か精

神的にちょっと，私もちょっとなりましたけれども，それぐらいやはり，私たちは

自分の息子と同じ年齢の人にかかわったわけで非常に気になるので，そこのフォロ

ーができないのかなという。ハガキ１枚はまずいから，やはり封書に入ってあの判

決が確定しましたと，それでもよければ我々正しかったのだなと，それなくて，は

い，忘れてください，みたいな感じなので，ここを出た瞬間に。それはないんじゃ

ないのと，皆さん本当に悩んでいるわけですから，それはやはり国としてしないと

いけないですよ。 

【司会者】  そのあたりが非常に微妙で，１日も早く忘れたいと思ってらっしゃ

るところに，手紙が来てしまって思い出しちゃったという方もあるかもしれないし，

その辺の，この方は欲しいし，この方は欲しくないというあたりの見分けがなかな

かつかないので。 

【４番】  それに対しては，最後アンケートがあるじゃないですか。それで，こ

こに来るか来ないかと求められているのだから，その下に一言レ点を入れるように

すれば済むことだから，それはしないと。呼びつけます，はいさよならというので

は何をやっているかと，やはりそれはいけないと思うのですよ。世の中というのは
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チェック，ドゥ，サイクルがあるじゃないですか。我々はその中に，どこか四つの

サイクルの一つにはまっただけで，こんな掃き捨てられて終わりという，それじゃ

ないですよ，やはり。それは別なところでどこかで言おうと思っているのですけれ

ども，やはりそれは。 

【司会者】  確定しましたというほうはすごく御案内がしやすいのですが，控訴

されました場合に，その控訴してから控訴審がいつ判断するかというのもなかなか

こちらも把握できないので，随分たってからの御案内に。控訴しましただけの御案

内でもいいのかもしれませんが，その結果，どうなりましたみたいなのがすごく何

年たってしまうかもしれないし，先になってしまうかもしれないとかいろいろあっ

て，なかなか伝えにくいところがあるのですけれども，御意見としては。 

【４番】  是非。というのは，６人で。３人で一緒に帰ったのですよ。高裁に行

こうと３人が言われたのですよ。控訴したら。ということは，それぐらいみんなは

気になっているということですよね。だから，先ほども失礼ですけれども，皆さん

は職業です。私もちょっと特殊な仕事をしていたから，体験で来られた人はインパ

クトが大きいかもしれないけれども，私たちは別に体験で来られたって，流れの中

の一つの一コマでしかなかったのですけれども，それの逆かなと思って，呼びまし

た，はい，たまたま今日は来たけれども，来た人以外はみんなこんなこと述べるこ

ともないし。だから，それではやはり良くならないと思います。 

【司会者】  貴重な御意見として伺っておきますので，何か方法があれば考えて

みたいと思います。 

【４番】  封書１枚でいいわけですから，電話して来いというのは役所のやり方

なのですよ。失礼だけれども。だから，国民を巻き込んでいるわけだから，やはり

役所も変わらないといけない。それは，厳しいかもしれないけれども，今そういう

時代だから，是非，取り入れてください。 

 それと，弁護士さんの会長の選挙に，お題目がこの制度廃止という人が今，出て

おられるけれども，それこそ言うような意味がないじゃないですか，せっかく取り



�
�

�

入れたのだから。いかに良くしていこうかということをやはり，なぜ議論できない

のかと。ちょっと悲しいですね。そういうの。それも，何か議事録に残してくださ

い。やめるならさっとやめたほうがいいですよ。そんなこと言うのだったら。 

 やはり巻き込んだ以上は，諸外国に昔からあるものだから，だから日本はいつま

でも後進国なのですよ。そういう意味では，もう少し，始めたことは良くしていこ

うじゃないかという考えをなぜできないのかと，ここが良くしていこうと思って集

まっているのですから，それはやはりちゃんと上に今の議事録を見ていただくよう

にしていただきたいですよ。そうでないと税金の無駄遣いになると思いますよ。だ

から，そうだったら明日にやめてしまえば税金は。皆さん本当，大変だと思う。私

のかかわった裁判官３人には頭下がります。非常に良い方で。そこまでは言うチャ

ンスがなかったら言いませんけれども，私たちを立てていただいて，そういう努力

というのはたくさん見えますから，その努力を無駄にしないようにしていただきた

いと思います。 

【司会者】  ありがとうございます。 

 ほか，何かございますか。何か御発言されたい方。よろしいですか。 

 では，３番の方。 

【３番】  すごくくだらないことなのですけれども，お昼の時間に，私，裁判長

さんとか裁判官の方と一緒に食べることになると想像しておりませんで，席も決ま

っていますよね。隣が裁判長さんの席だったので，私もう裁判長さんの隣でお弁当

とかお昼食べるなんていうの喉が通らなくて，私，一日目は中でと聞いていたので，

外でコンビニでパンと飲み物だけ買ってきたのですが，思わず外に逃げましたので，

決して，大人気ないとかと思われたかもしれないのですが，そうではなくて，私は

本当に先ほどの方じゃないですけれども，私は本当に普通のパート主婦なので，そ

ういう方と口をきく機会もございませんし，余りの緊張でそうなってしまっただけ

なので，そう思われたかと思って，裁判長さんによろしくお伝えください。嫌とか

ではなくて，本当に喉を通らなくて緊張してしまったのです。済みません。 
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【司会者】  でも，そういう緊張感というのは，二日目三日目で多少は変わった

のですか。 

【３番】  でも，お昼は私，全部外に逃げました。済みません。 

【司会者】  そうなのですか。分かりました。ありがとうございます。参考にさ

せていただきます。 

 ほか，何かございますか。 

【５番】  お金の話になってしまうのですが，やはり出るじゃないですか。もう

ちょっと何とかならないのかなと。 

【司会者】  そこはなかなか，こちらとしても。 

【５番】  自分，トラックやっているのですけれども，全然日当に追いつかない

ので。正直，皆さん生活あると思うので。 

【６番】  それは高収入だから。 

【５番】  いえいえ。 

【司会者】  その辺は，しかるべき筋に伝えておくということで，私の範囲では

どうにもできないので。 

 ほかに何かございますか。よろしいですかね。 

 それでは，ちょっと時間をオーバーしてしまいましたけれども，今日はお忙しい

ところお集まりいただきまして，貴重な経験をお話しいただきましてありがとうご

ざいました。 

 今回のお話を参考にさせていただいて，より良い裁判員制度を実現するために，

それぞれの立場で取り組んでいきたいと思っております。本当にありがとうござい

ました。お疲れ様でした。 
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（別紙２） 

           話 題 事 項 

 

１ 裁判員を務められた感想を簡単にお聞かせください。 

 

２ 審理，評議について   

有罪か無罪かを考えたり，量刑を考えたりする際に参考になったものとして，

印象に残っているのはどのような点ですか。 

  逆に，わかりにくいと感じたり，とまどったりした点や，工夫してほしかった

点はありますか。 

  例えば，以下のような点について，どのように感じられたでしょうか。   

ア 冒頭陳述（審理の最初に検察官，弁護人が行った説明） 

イ 証拠書類の説明（写真や証拠物を含む） 

ウ 証人，被告人に対する質問 

エ 論告，弁論（審理の最後に検察官，弁護人が行った説明） 

オ 裁判官からの説明 

 

３ 裁判員としての負担感（仕事や家事等との調整，審理を経験してのストレスな

どを含めて）について，感想をお聞かせください。 

 


